
大
学
講
義
に
お
け
る
小
中
学
校

児
童
生
徒
向
け
の
理
科
教
室
の
試
み

九
工
大
生
と
学
ぶ
子
ど
も
科
学
実
験
教
室

情
報
工
学
研
究
院
シ
ス
テ
ム
創
成
情
報
工
学
研
究
系
准
教
授

齊
藤

剛
史

１
９
８
０
年
代
後
半
に
「
理
科
離
れ
」

が
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
対
策

と
し
て
、
大
学
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
ス

ク
ー
ル
や
企
業
に
よ
る
出
前
実
験
授
業
、

理
科
ク
ラ
ブ
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
は
大
学
生
が
協
力
す
る
事
業
も

あ
る
が
、
多
く
は
大
学
教
職
員
や
企
業
エ

ン
ジ
ニ
ア
な
ど
の
専
門
家
が
主
体
と
な
り
、

理
科
離
れ
に
直
接
関
連
す
る
小
中
高
生
の

児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る
事
業
で
あ
る
。

工
学
系
に
進
学
し
た
大
学
生
は
、
工
学

系
以
外
の
学
部
に
進
学
し
た
学
生
に
比
べ

る
と
理
科
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
。
彼
ら

に
対
し
て
、
早
い
段
階
か
ら
社
会
的
な
話

題
に
な
っ
て
い
る
理
科
離
れ
を
意
識
さ
せ

る
こ
と
は
、
専
門
家
育
成
の
観
点
か
ら
重

要
と
考
え
ら
れ
る
。
情
報
工
学
部
シ
ス
テ

ム
創
成
情
報
工
学
科
（
以
下
、
本
学
科
）

で
は
２
０
１
２
年
度
よ
り
創
成
教
育
科
目

「
基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、
受

講
学
生
が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
小
中
学

校
児
童
生
徒
向
け
の
理
科
実
験
テ
ー
マ
の

創
作
に
取
り
組
み
、
実
際
に
参
加
者
を
募

り
、
学
生
を
講
師
と
す
る
理
科
実
験
教
室

「
九
工
大
生
と
学
ぶ
子
ど
も
科
学
実
験
教

室
」
を
開
催
し
て
き
た
。
こ
こ
で
は
６
年

間
の
活
動
を
報
告
す
る
。

基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
本
学
科

学
部
１
年
次
前
期
に
開
講
さ
れ
る
必
修
科

目
で
あ
る
。
１
コ
マ
90
分
の
講
義
を
15
回

開
講
す
る
。
受
講
学
生
数
は
本
学
科
１
年

生
約
80
名
で
あ
り
、
学
生
番
号
順
に
12
〜

13
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
１
グ
ル
ー
プ

は
６
、
７
名
の
学
生
で
構
成
さ
れ
る
。
15

回
の
内
、
数
回
は
全
体
向
け
説
明
や
発
表

会
を
実
施
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
は
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

各
グ
ル
ー
プ
で
一
つ
の
理
科
実
験
テ
ー

マ
を
選
び
、
テ
ー
マ
名
や
実
験
内
容
、
手

順
書
の
作
成
等
に
取
り
組
む
。
効
率
よ
く

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
進
め
る
た
め
に
、
全

メ
ン
バ
ー
を
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
、
物

品
調
達
や
管
理
を
担
当
す
る
会
計
係
、
手

順
書
や
ス
ラ
イ
ド
な
ど
の
資
料
作
成
や
資

料
提
出
を
担
当
す
る
資
料
係
、
実
験
準
備

を
担
当
す
る
実
験
係
の
い
ず
れ
か
に
割
り

当
て
る
。

グ
ル
ー
プ
で
考
案
す
る
テ
ー
マ
は
、
従

来
に
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
テ
ー
マ
が
望
ま

し
い
が
、
図
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
既
存
の
テ
ー
マ
を

ベ
ー
ス
に
し
て
も
良
い
。
理
科
教
室
で
学

生
が
参
加
者
に
対
し
て
ス
ム
ー
ズ
に
説
明

で
き
る
よ
う
に
様
々
な
予
備
実
験
を
通
じ

て
実
験
内
容
を
決
め
る
。
ま
た
参
加
者
が

理
科
教
室
内
だ
け
で
な
く
家
庭
で
も
実
施

で
き
る
よ
う
な
身
近
な
材
料
や
道
具
を
利

用
し
、
か
つ
、
理
科
教
室
会
場
や
開
催
時

期
、
実
験
時
間
等
を
考
慮
し
て
実
施
可
能

な
テ
ー
マ
と
す
る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
お
お

よ
そ
の
実
験
内
容
は
、
４
回
目
の
テ
ー
マ

発
表
会
で
決
定
す
る
が
、
前
述
の
こ
と
を

考
慮
し
て
、
そ
の
都
度
、
教
員
が
ア
ド
バ

イ
ス
し
て
内
容
を
修
正
す
る
。

各
グ
ル
ー
プ
は「
参
加
者
向
け
手
順
書
」

と
「
指
導
者
向
け
手
順
書
」
の
２
種
類
の

手
順
書
を
作
成
す
る
。
前
者
は
、
理
科
教

室
当
日
に
参
加
者
に
配
布
す
る
も
の
で
あ

り
、
参
加
者
の
学
力
に
合
わ
せ
て
、
専
門

用
語
や
未
学
習
の
漢
字
を
使
わ
ず
、
イ
ラ

ス
ト
を
多
用
し
て
わ
か
り
や
す
く
Ａ
４
用

紙
１
枚
に
ま
と
め
る
。
後
者
は
、
ペ
ー
ジ

数
の
制
限
を
設
け
ず
に
、
指
導
者
が
実
験

を
指
導
す
る
際
に
参
考
す
る
資
料
で
あ
り
、

実
験
の
原
理
、
理
科
教
室
で
実
施
し
な
い

予
備
実
験
、
注
意
点
を
ま
と
め
る
。
手
順

書
は
、
一
般
的
な
講
義
で
提
出
す
る
評
価

用
レ
ポ
ー
ト
で
な
く
、
参
加
者
あ
る
い
は

指
導
者
に
配
布
す
る
。
公
開
す
る
文
章
で

あ
る
た
め
、
学
生
に
よ
る
手
順
書
の
作
成

お
よ
び
提
出
、
教
員
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
お

よ
び
返
却
、
学
生
に
よ
る
修
正
お
よ
び
再

提
出
を
少
な
く
と
も
４
回
繰
り
返
し
て
完

成
度
を
高
め
る
。
こ
の
過
程
で
、
手
順
書

の
構
成
、
説
明
文
や
図
表
の
表
現
、
参
考

文
献
の
引
用
方
法
な
ど
の
文
章
作
成
能
力

を
養
う
。

理
科
教
室
を
運
営
す
る
た
め
に
、
グ

ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
る
理
科

教
室
の
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る
。
実
行

委
員
会
は
、
参
加
者
募
集
の
た
め
の
リ
ー

28
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フ
レ
ッ
ト
製
作
や
理
科
教
室
の
開
会
式
や

閉
会
式
な
ど
の
運
営
を
経
験
す
る
。

理
科
教
室
で
は
学
生
が
講
師
に
な
る
た

め
、
参
加
す
る
子
ど
も
を
支
援
す
る
指
導

者
の
資
質
を
養
う
こ
と
も
本
講
義
の
目
的

に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
理
科
教
室

で
実
施
さ
れ
る
実
験
の
安
全
面
に
つ
い
て
、

実
験
指
導
者
と
し
て
知
っ
て
お
く
べ
き
安

全
性
に
関
わ
る
自
然
科
学
的
な
知
識
と
、

実
験
に
取
り
組
む
子
ど
も
達
へ
の
安
全
指

導
に
関
わ
る
理
科
教
育
的
な
知
識
に
つ
い

て
教
育
す
る
。

「
基
礎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
意
義

学
生
は
大
学
に
入
学
す
る
ま
で
に
、
小

中
高
校
の
授
業
、
地
域
で
開
催
さ
れ
る
理

科
教
室
あ
る
い
は
家
庭
で
理
科
実
験
を
経

験
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
実
験
テ
ー
マ
を

考
案
す
る
こ
と
は
初
め
て
の
経
験
に
な
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
よ
り
、
ど
の
よ
う

な
実
験
テ
ー
マ
が
適
切
か
決
め
る
こ
と
は

難
し
く
な
い
。
そ
の
た
め
講
義
内
容
に
対

す
る
抵
抗
は
あ
ま
り
な
い
と
推
測
す
る
。

本
講
義
を
通
じ
て
、
学
生
は
テ
ー
マ
お

よ
び
実
験
内
容
を
考
案
す
る
た
め
の
図
書

館
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
資
料

を
調
査
す
る
能
力
、
グ
ル
ー
プ
内
で
議
論

し
な
が
ら
取
り
組
む
た
め
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
能
力
、
さ
ら
に
本
事
業
で
児
童
生

徒
に
説
明
す
る
た
め
の
様
々
な
レ
ベ
ル
に

応
じ
た
実
践
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
養
う
。
一
般
的
な
大
学
講
義
に
お

い
て
も
、
学
生
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
実
施
す
る
科
目
は
多
く
用
意
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
科
目
は
、
教

員
あ
る
い
は
学
生
向
け
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り
、
発
表
す
る
学
生
と
同
等

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
学
力
を
有
す
る
人

に
対
す
る
説
明
で
あ
る
。
し
か
し
企
業
な

ど
に
就
職
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
す
る
と
き
同
じ
環
境
と
は
限
ら
ず
、

専
門
用
語
が
通
じ
な
い
人
に
対
し
て
製
品

な
ど
を
説
明
す
る
機
会
も
あ
る
。
理
科
教

室
で
児
童
生
徒
に
対
し
て
説
明
す
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
、
将
来
技
術
者

に
な
る
た
め
に
必
要
な
能
力
で
あ
る
。

ま
た
本
講
義
は
１
年
生
前
期
に
開
講
す

る
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
多
く
、
入
学
直

後
の
友
人
作
り
な
ど
に
も
つ
な
が
る
。

大
学
生
が
子
ど
も
向
け
に
理
科
教
室
を

開
催
す
る
事
業
は
多
く
存
在
す
る
が
、
こ

れ
ら
の
事
業
は
有
志
学
生
が
実
施
す
る
。

本
事
業
は
必
修
科
目
の
一
環
で
実
施
す
る

た
め
、
受
講
生
の
中
に
は
本
事
業
に
対
し

て
消
極
的
な
学
生
が
い
る
と
推
測
す
る
。

積
極
的
な
学
生
だ
け
で
な
く
、
消
極
的
な

学
生
が
混
在
す
る
中
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
取
り
組
む
。
そ
の
た
め
、
協
同
す
る
こ

と
を
強
く
意
識
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
各
グ
ル
ー
プ
で
は
テ
ー
マ
を

検
討
し
、
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
実
験
内

容
を
検
討
す
る
た
め
に
、
予
備
実
験
を
計

画
（Plan

）
し
、
実
験
を
実
施
（D

o

）
し
、

そ
の
結
果
を
評
価
（Check

）
し
、
改
善

（A
ct

）
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
繰

り
返
し
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
よ
り
、
本
講
義
を
受
講
す

る
こ
と
は
強
い
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

理
科
教
室

理
科
教
室
は
初
年
度
の
み
８
月
上
旬
に

開
催
し
た
が
、
２
年
度
目
以
降
は
６
月
下

旬
か
ら
７
月
上
旬
に
開
催
し
た
。

参
加
費
は
無
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
多
く

の
参
加
者
を
募
る
た
め
で
あ
る
が
、
本
事

業
講
師
は
、
理
科
教
室
の
専
門
家
で
な
く
、

大
学
講
義
の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
た
め

学
生
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
高
価
な
材

料
や
機
材
を
用
い
ず
に
、
安
価
で
身
近
な

も
の
を
利
用
す
る
こ
と
で
参
加
者
が
家
庭

で
も
容
易
に
実
験
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
で
あ
る
。

開
催
場
所
は
、
最
初
の
３
年
間
（
以
後
、

第
１
期
と
呼
ぶ
）
は
飯
塚
市
立
小
中
一
貫

校
頴
田
校
で
開
催
し
た
。
こ
れ
は
同
校
に

理
科
教
室
に
関
し
て
豊
富
な
経
験
を
も
つ

教
諭
が
お
り
、
ま
た
参
加
対
象
を
同
校
の

児
童
生
徒
に
限
定
す
る
こ
と
で
、
参
加
者

に
対
し
て
参
加
し
や
す
い
環
境
を
提
供
し
、

参
加
者
の
保
護
者
の
送
迎
負
担
を
軽
減
す

る
狙
い
が
あ
っ
た
。
小
中
学
校
で
の
開
催

の
た
め
、
同
校
の
教
諭
や
地
域
公
民
館
の

協
力
を
得
ら
れ
や
す
い
利
点
も
あ
っ
た
。

４
年
目
以
降
（
以
後
、
第
２
期
と
呼
ぶ
）

よ
り
、
参
加
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
を
頴

田
校
に
限
定
せ
ず
に
、
飯
塚
市
内
の
全
小

中
学
校
に
拡
大
し
て
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
に
参
加
を
促
す
た
め
に
会
場
を
本
学
飯

塚
キ
ャ
ン
パ
ス
に
変
更
し
た
。
参
加
者
は

普
段
立
ち
寄
る
こ
と
が
な
い
大
学
施
設
を

利
用
す
る
た
め
、
大
学
を
身
近
に
感
じ
さ

せ
る
狙
い
が
あ
る
。

理
科
教
室
の
参
加
対
象
は
、
初
年
度
の

み
小
学
５
年
生
〜
中
学
１
年
生
で
あ
っ
た

が
、
実
験
テ
ー
マ
の
難
易
度
を
考
慮
し
て

２
年
度
目
以
降
は
原
則
小
学
４
年
生
〜
中

学
１
年
生
ま
で
と
し
た
。

参
加
者
募
集
の
た
め
に
、
実
行
委
員
が

中
心
と
な
り
作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

利
用
し
た
。
特
に
第
２
期
で
は
飯
塚
市
教

育
委
員
会
の
協
力
の
も
と
、
使
送
便
を
利

用
し
て
飯
塚
市
内
の
全
小
中
学
校
に
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
た
。
そ
の
他
に
、
本

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
な
ど
で
募
集
案

内
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
飯
塚
市
教
育

小特集：情報工学部の地域連携活動

明専会報 2018.7◆829



委
員
会
の
校
長
会
で
本
事
業
を
紹
介
し
た
。

ま
た
対
象
を
飯
塚
市
内
全
小
中
学
校
に
拡

大
し
た
第
２
期
以
降
で
は
、
学
生
数
と
同

数
と
な
る
約
80
名
を
定
員
と
し
た
。
参
加

者
は
小
学
４
・
５
年
生
が
大
半
を
占
め
る
。

６
年
間
の
延
べ
参
加
者
人
数
は
438
名
で

あ
る
。

実
験
テ
ー
マ

第
１
期
は
40
分
で
実
施
可
能
な
テ
ー
マ

を
各
グ
ル
ー
プ
で
考
案
さ
せ
、
参
加
者
は

希
望
に
沿
っ
た
二
つ
の
テ
ー
マ
を
実
施
す

る
よ
う
に
し
た
。
第
２
期
は
２
、
３
コ
ー

ス
を
用
意
し
た
。
一
つ
の
コ
ー
ス
は
、
30

分
で
実
施
可
能
な
工
作
実
験
テ
ー
マ
と
し
、

第
１
期
と
同
様
に
参
加
者
は
二
つ
の
テ
ー

マ
を
実
施
す
る
よ
う
に
し
た
。
残
り
の

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
10
分
で
実
施
可
能

な
簡
単
な
テ
ー
マ
と
し
、
参
加
者
は
希
望

し
た
コ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
複
数
テ
ー
マ
を

す
べ
て
体
験
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
各

コ
ー
ス
に
は
ス
ラ
イ
ム
や
水
な
ど
共
通

キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
参
加

者
は
体
系
的
に
複
数
の
実
験
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
理
解
を
深
め
る
狙
い
が
あ
る
。

理
科
教
室
の
様
子

受
付
や
開
会
式
、
閉
会
式
の
司
会
は
実

行
委
員
学
生
が
担
当
し
、
開
会
式
で
は
、

実
行
委
員
長
が
挨
拶
し
て
、
教
員
が
理
科

教
室
の
注
意
事
項
を
説
明
す
る
。
そ
の
後
、

学
生
が
参
加
者
を
各
教
室
に
引
率
し
て
実

験
を
実
施
す
る
。

各
テ
ー
マ
で
実
験
に
取
り
組
む
前
に
、

講
師
と
な
る
学
生
と
参
加
者
で
お
互
い
に

自
己
紹
介
を
行
い
、
参
加
者
の
緊
張
を
解

す
。
ま
た
予
定
時
間
よ
り
も
早
く
実
験
を

終
え
る
テ
ー
マ
が
あ
る
。
そ
の
場
合
は
自

由
時
間
と
し
、
子
ど
も
た
ち
が
普
段
話
す

機
会
が
少
な
い
大
学
生
と
会
話
す
る
こ
と

で
、
大
学
に
興
味
を
も
た
せ
る
。

学
生
は
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
実
験
を
実
施

す
る
回
数
が
異
な
る
が
、
少
な
く
と
も
２

回
は
実
施
す
る
。
そ
の
た
め
、
最
初
は
慣

れ
ず
に
ス
ム
ー
ズ
に
実
験
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
学
生
も
、
２
回
目
以
降
は
１

回
目
の
実
験
を
反
省
し
て
改
善
し
て
い
る
。

参
加
者
は
、
普
段
話
す
こ
と
の
な
い
大
学

生
が
講
師
と
な
る
た
め
、
初
め
の
う
ち
は

緊
張
す
る
子
ど
も
が
多
い
が
、
直
ぐ
に
学

生
と
打
ち
解
け
、
実
験
に
つ
い
て
の
質
問

だ
け
で
な
く
、
大
学
に
つ
い
て
聞
く
参
加

者
が
多
く
見
ら
れ
た
。

理
科
教
室
閉
会
式
時
に
参
加
者
は
実
験

の
難
易
度
や
印
象
に
残
っ
た
こ
と
な
ど
を

設
問
す
る
無
記
名
方
式
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
実
験
内
容

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
記
入
す
る
参
加
者

だ
け
で
な
く
、
大
学
生
と
の
会
話
が
楽
し

か
っ
た
と
い
う
感
想
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
本
事
業
が
好
評

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
よ
り
、
本
事
業
を
通

じ
て
、
参
加
者
で
あ
る
児
童
生
徒
は
、
理

科
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

大
学
生
を
身
近
に
感
じ
、
大
学
へ
の
進
学

も
含
め
た
幅
広
い
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
図
ら

れ
た
と
考
え
る
。

お
わ
り
に

本
講
義
で
は
、
単
な
る
理
科
実
験
テ
ー

マ
の
考
案
に
留
ま
ら
ず
、
理
科
教
室
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
学
生
は
理
科
教
育
、

安
全
教
育
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
指
導
者

と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
。
参
加
者
で

あ
る
児
童
生
徒
は
、
理
科
に
対
す
る
関
心

を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
学
生
を
身
近
に

感
じ
、
大
学
へ
の
進
学
も
含
め
た
幅
広
い

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
図
る
。
飯
塚
市
内
の
子

ど
も
に
と
っ
て
九
州
工
大
は
「
地
理
的
に

近
い
が
、
身
近
で
な
い
」
存
在
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
本
事
業
を
通
じ
て
九
州
工

大
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た
で
あ
ろ
う
。

謝
辞本

事
業
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
飯
塚
市
教
育
委
員
会
山

本
健
志
氏
、桂
芳
州
氏
、小
中
一
貫
校
頴
田

校
、
九
州
工
業
大
学
理
数
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
飯
塚
分
室
お
よ
び
技
術
部
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
の
皆
様
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

理科教室の様子
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